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戸~リッチョーワイドは郵便局

ーからも申し込めま1
専用の郵便仮谷別紙念使えI!i孟料U.脅
長銀の本・支佑Aあてお申しつIt(だきL

財産づくりに朗報ですL
-I).yチョーワイドの資料

急送しまも

リッチョーワイドの詳

しい資料を用意いたし

ました。ご希望の方は、

電話または、ハpゲキに

資料縞求券{-貼り、〒、

性所、氏名‘電話番号、

年令、耳設業を明記のう

えご縞求〈ださい。

‘ 

だ
け
。
女
は
罪
に
間
わ
れ
る
。
と
、
ロ
レ
一
し
て
く
れ
る
男
性
に
コ
ロ
ッ
と
だ
ま
さ
一
蹴
出
の
教
育
の
も
と
、
非
行
が
増
大
し
、
一
る
都
道
府
県
で
霞
低
限
の
一
人
、
一
一
人
一
み
な
し
て
世
情
線
税
す
る
二
分
二
乗
方

て
正
と
と
に
不
罪
に
し
て
一
捕
っ
た
一
れ
る
。
同
複
し
、
妊
娠
し
男
に
逃
げ
ら
一
全
く
M

ふ
つ
う
H

の
家
庭
に
育
ち
、
成
一
に
し
て
お
茶
を
に
芋

di--と
い
う
と
一
式
を
採
用
マ
配
偶
者
時
控
除
を
受
け
ら
れ

女
性
か
、
覚
書
取
締
ひ
で
あ
宮
れ
、
一
れ
:
・
:
。
小
さ
い
子
毒
え
て
、
金
の
一
績
も
H

ふ
つ
う
ら
女
子
高
校
生
が
亮
一

ζ
人
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
婦
人
相
一
る
妥
の
収
入
限
度
額
を
現
状
の
七
十
九

た
ま
た
ま
そ
の
時
、
売
春
の
事
実
が
わ
一
か
せ
げ
る
と
と
只
房
-
求
め
て
売
春
の
道
一
番
を
し
て
い
た
、
と
い
う
ケ
l
ス
も
ふ
一
談
員
は
、
乙
の
二
十
五
年
、
ひ
っ
そ
り
一
万
円
か
ら
当
面
百
万
円
に
引
き
上
げ

か
っ
た
と
か
、
こ
う
し
た
ケ
l
ス
し
か
一
に
落
ち
て
ゆ
く
。
男
に
だ
ま
さ
れ
て
、
一
え
て
い
る
の
だ
。
納
入
相
談
員
の
扱
う
一
地
味
に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
乙
一
る
、
な
ど
の
制
度
新
般
を
求
め
る
。

婦
人
相
談
件
数
の
う
ち
の
H

審

N

に
一
著
い
剤
な
Y
狩
た
れ
、
身
も
心
も
破
一
ケ
l
ス
で
き
ま
え
て
い
る
の
が
、
主
ほ
だ
ま
っ
て
い
完
示
。
函
の
一
ま
た
不
公
平
短
正
の
固
で
は
、
市
街

な
ら
な
い
わ
け
だ
。
一
壁
」
れ
、
さ
と
ん
吸
い
つ
く
さ
れ
て
、

7夫
の
懐
刀
九
た
ま
り
か
ね
て
逃
げ
王
婦
の
毛
、
ぜ
ひ
と
の
閣
に
関
心
古
掘
械
の
陵
地
に
は
宅
建
み
の
際
税

一
ま
だ
、
だ
ま
さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
一
出
し
た
婦
人
が
相
談
に
き
て
く
れ
れ
ば
一
を
も
っ
て
頂
き
た
い
o
」

一

を

実

胸

U
、
と
か
く
ル
ー
ズ
さ
を
指
適

小

え

る

転

落

の

機

会

一

一

一

一

一
ら
な
い
。
そ
ん
な
の
は
よ
そ
の
世
界
の
一
、
、
が
、
婦
人
相
選
所
や
相
談
員
の
存
一
一
さ
れ
て
い
る
公
任
法
人
に
対
す
る
線
税

が
、
潜
在
し
、
建
化
し
て
い
る
ア
ミ
う
ち
は
関
係
な
い
わ
、
と
笑
つ
一
む
矧
ち
な
か
っ
た
場
合
、
手
に
き
一
ト
ル
コ
風
呂
一
議
定
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

だ
け
に
、
問
題
は
き
、
更
生
自
立
も
一
て
も
い
ち
れ
な
い
。
高
度
経
済
成
長
の
一
な
く
小
さ
い
主
種
主
婦
人
事
二

新

設

禁

止

を

一
納
税
者
連
皇
室
士
一一
葉
カ
リ

訪

ね

釘

む

笹

川

町

民

主

言

語

信

号

訴

一

矯

風

会

が

請

願

一

む

一

宮

-

日

立

な
期
待
感
か
色
、
ち
ょ
っ
と
や
さ
し
く
一
活
を
あ
と
が
れ
る
風
潮
、
務
ち
と
ぼ
れ
一
ち
が
う
と
、
女
性
の
立
場
は
弱
い
。
一
日
本
基
何
教
婦
人
矯
風
会
(
篠
原
喜
一
団
結
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

一
美
会
頭
)
は
、
十
一
月
十
日
「
ト
ル
コ
一
結
成
大
会
は
二
十
二
日
午
後
一
時
半

B
E
d
-
書
指

Z
〆

由

・

主

B
L
I
P
!
・

、

，

h

一
風
呂
の
新
銀
禁
止
等
に
関
す
る
前
額
」
一
か
ら
東
京
新
宿
区
市
谷
船
河
原
町
一

ヨ
t
回旦

d
f
、軍ヨ
A
J
7
2
k
J
一
を
新
宿
区
警
警
に
提
出
し
た
斗
ト
一
一
、
霊
会
館
で
開
催
、
続
い
て
次

E
l
ノ
、
合
E
F
-
-
1
w
E
t
t
p
t旬
、

，

ヲ

，

一
ル
コ
風
自
の
新
規
営
業
を
許
可
レ
な
い
一
の
日
程
が
襲
れ
て
い
る
。

と

は

な

く

な

っ

た

。

売

春

し

て

い

る

女

一

一

乙

と

」

「

風

俗

管

業

等

取

締

法

と

公

衆

一

大

阪

大

会

H
二
十
三
日
午
後
二
時
か

純

一

点

れ

す

や

お

れ

一

知

っ

て

れ

ば

救

え

る

も

の

を

尋

問

詩

鰐

訪

問

刊

誌

持

河

一-一
の
一
五
、
大
阪

の
あ
る
も
の
の
相
談
が
少
い
と
弁
務
福
一

一
政
を
充
実
さ
せ
る
と
と
」
等
で
、
昨
年
一
名
古
屋
大
会
H
一一十
九
日
午
後
一
一
時

摘
す
る
。

一

一

相

談

員

の

存

在

が

も

っ

と

知

ち

れ

て

い

一

あ

る

地
方
で
、
婦
人
相
談
所
が
給
少
一
か
ら
ト
ル
コ
風
呂
の
許
可
織
が
区
長
の
一

半
か
ら
、
名
古
屋
市
中
区
備
ニ
の
八
の

一

時

間

と

根

気

が

い

る

。
一

一

一

一

一

t

一
た
ち
、
利
用
数
が
大
幅
に
ふ
え
る
だ
ろ
一
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
婦
人
相
談
員
た
一
室
唱
に
な
っ
た
た
め
、
現
代
の
語
句
百
五
、
東
別
院
宵
少
年
会
館
。

数

字

に

は

現

れ

な

い

一

一

一

一

一

一

相
談
件
数
が
多
く
な
い
と
と
も
婦
人
一
う
と
か
ね
て
思
っ
て
い
る
。

一
ち
は
反
対
の
運
動
を
し
た
。
あ
る
と
き
、
一
ト
ル
コ
風
呂
を
、
矯
風
会
本
部
の
所
在
一
|
|
|
↓

V
A
TI
-
-

た
し
か
に
、
一
九
八
O
年
の
統
計
で
一
保
繁
行
政
を
云
々
す
る
と
き
、

必

ず

問

一

一

婦

人

団

体

の

幹

部

を

招

い

て

婦

人

相

談一

地
で
も
あ
る
新
宿
こ
、
も
う

一
軒
で
も
一

i
1
2
*
雪
い
え
ば

み
る
と
、
婦
人
相
談
員
に
よ
る
一
年
間
一
屈
に
な
る
。
た
レ
か
に
一
九
八
♀
の
一

P
Rも
行

届

か

ず

一
室
見
学
し
て
き
っ
ち
ほ
と
ん
ど
一
ふ
や
し
て
ほ
し
く
引
い
さ
」
の
震
に
一

日

日

花
、
花
と
い
え
ば
容
量

一
昭
和
三
十
一
年
の
害
防
毒
の
得
一
号
、
都
道
府
県
議
恒
義
務
が
あ
る
-
く
な
い
。
婦
人
相
談
所
一
県
に
一
つ
。
一
の
要
件
鮫
・
四
七
一
四
八
の
う
ち
、

一
婦
人
翼
民
に
よ
る
一
年
閣
の
相
談
件
一
需
さ
ん
は
昨
年
、
新
宿
区
内
で
、
石
人
が
相
談
所
を
見
た

Eが
な

か

っ

一

な

っ

た

も

の

。

二

-E一
い
が
ち
だ
が
、
秋
の
宗

一
に
際
し
て
震
鍵
女
性
の
量
、
更
一
が
、
市
町
村
は

d
く
と
と
が
出
来
る
H

一
婦
人
相
談
員
室
、
全
国
で
わ
ず
か
四

一
審
歴
の
あ
る
も
の
二
七
二
八
(
五

・
一
数
・
四
七

一
四
八
件
と
い
う
数
だ
り
み
一
室
長
り
キ
ャ
バ
レ
ー
を
ク
ビ
に
な
一
た
。
緊
急
の
人
の
た
め
の
一
時
保
護
主
司
刻
刻
引
割
引
刻
刻
割
計

二

重

J

一
む
し
ろ
色
奮
を
ょ
う

婦
人
相
談
員
や
婦
人
保
護
施
壁
、
一
生
の
た
め
に
出
来
た
制
度
。
婦
人
相
談
一
と
い
う
法
律
な
の
で
、
決
し
て
数
は
多
一
百
七
十
五
人
。
婦
人
暴
露
五
十
九

一
八
%
)
、
転
落
の
お
そ
れ
あ
る
も
の

こ

れ
ば

一
人
あ
た
り
年
間
百
件
も
な
い
。
一
っ
た
女
性
が、

一
円
の
金
も
な
く
な
っ
一
般
が
あ
る
乙
と
な
ど
は
じ
め
て
知
っ
た
一
一

心
|

品

二

九

一

に
思
え
る
。
数
年
前
に
な

F
i
l
i
-
-

り
ι
港
開

4
E
E
B
E
B
E
E
-
-
E
カ
所
、
乙
れ
き
の
人
数
で
婦
人
保
捜

一

g八
(
ニ
=
7
四
君
。
あ
と
は
一
だ
が
「
相
談
の
中
身
を
見
て
く
だ
さ
い
」
一
て
子
ど
も
に
食
べ
も
の
を
与
え
る
と
と
一
と
い
う
人
ば
か
り
、
中
に
は
必
人
相
一
一
一下

河

ー

'

要
保
護
女
子
の
転
溶
防
止
、
保
護
霊
を
は
か
る
婦
人
相
談
員
、
婦
人
相
談
所
、
婦
人
保
綬
川
関
へ
具
申
し
て
い
る
乙
と
も
わ
か
っ
た
。
襲
の
委
員
も
、
大
体
、
乙
れ
に
賛
成
し
て
い
る
と

施
綾
な
ど
へ
の
国
庫
補
助
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
|
|
/
第
二
臨
調
で
川
い
う
。
売
春
問
題
と
と
り
く
空
言
、
全
国
婦
人
相
談
員
連
絡
協
綴
会
や
、
全
国
婦
人
保
護
施
叡

は
、
補
助
金
を
打
ち
切
る
対
象
を
選
び
、
段
終
的
に
打
ち
切
り
の
線
を
出
す
か
ど
う
か
、
現
在
川
連
絡
協
要
産
ど
関
係
団
体
は
、
各
婦
人
団
体
、
婦
人
緩
員
等
に
働
き
か
け
、
婦
人
保
護
行
政

審
機
中
だ
が
、
乙
の
対
象
の
中
に
、
婦
人
保
護
行
政
資
用
が
入
っ
て
い
る
と
と
が
鼠
近
判
明
し
川
の
灯
を
消
す
な
と
い
う
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
も
婦
人
保
護
行
政
に
対
す
る
認

た
。
ま
た
、
同
盟
系
、
中
立
系
を
中
心
と
し
た
「
政
策
推
進
労
塑
議
」
で
も
、
補
助
金
を
滅
川
織
の
低
さ
と
、
行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
弱
い
と
と
妻
き
し
ゃ
な
く
切
受
正
し
て
い
る
政

額
ま
た
は
全
廃
し
た
方
が
よ
い
四
十
二
項
目
の
中
に
、
乙
の
婦
人
保
緩
行
政
費
用
を
入
れ
、
臨
川

治
の
現
実
に
、

償
り
の
芦
が
あ
が
っ
て
い
る
。

売
春
は
潜
行
・
横
行

〈
阻
ん
悩
幅
四
一

現
実
を
見
な
い
男
の
論
理

最
少
限
度
の
陣
客

日

! 利回りアップ i 

EI 

願

制作

午前中は比較的すいているとか。疲れてち

ょっとひと寝いり… ..

観光文化資料館

一
月
か
ら
年
間
三
、
八

O
O円
に

勝
物
価
の
高
騰
は
新
聞
製
作
の
よ
に
予
惣
以
上
の
箆
街
と
な
り
、
い
ま

や
一
部
当
り
の
製
作
費
は
、
ゅ
う
に
定
価
雫
由
っ
て
し
ま
い
事
U
た
。

さ
ち
に
郵
便
料
金
の
度
重
な
る
飽
ト
汐
は
こ
れ
に
狛
車
を
か
旬
、
経
営
は

も
は
や
儀
限
状
態
と
な
り
手
U
た
。
誠
に
申
訳
ロ
め
り
ま
せ
ん
が
、
正
月

号
か
ら
定
価
を
改
訂
し
、
従
采
の
年
間
一
一
円
円

δ
円
を
一二
、八
円
む
円
(
郵

送
料
と
も
)
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
私
ど
も
の
自
明
状
と
、
健

会
忘
る
新
聞
の
発
刊
に
対
玄
@
熱
意
を
お
察
し
下
さ
い
茅
レ
て
、
腕
者
の

み
聖
霊
の
御
協
力
荘
賜
わ
り
ま
す
長
J

、
切
に
お
願
い
致
年
字
。

全
国
婦
人
新
聞
社

-ぉ申込みは1万円単位、
期間は5~手。

まtまったお金を大きくふやすのはもちみん、

将来に備えての積立てにも適してl'!す。
いま、2つの朗報./

ER監己i.ifi母語EEE霊極言圏直畳圃圃
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川

田

さ

ん

の

肩

苫

と

書

く

と

き

に

は

た

と

考

え

こ

ん

で

し

ま

っ

た

・

・

0

朝
日
新
聞
社
編
吋
…
現
代
人
名
事
典
』
を
見
る
と
へ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
D

主

と

し

て

ア

ジ

ア

に

お

け

のる
織政
業治
ね犯
え「
。良

ジ心
ャの

I ~羽
ナ人
リ」
ス救
ト援
た活
つ動
てに
、力

大を
し注
てぐ
金平
に干百
な通
る却j
よ家

長。
楠と
もあ
当る
か。
な
し、

し

ひ
と

「
ウ

l
ン

、

私

は

評

論

家

と

か

、

凶

体

位

員

と

か

つ

り

て

く

れ

る

け

れ

ど

、

団

体

た

っ

て

小

さ

な

団

体

で

ね

。

要

す

る

に

私

は

H
搭

ち

と

ほ

れ
M

な

の

よ

:

」

。

業
も
ほ
い
だ
ろ
う
か
ら
、

N
平

和

運

動

家
H

と

か

H
救

援

活

動

家
d

と

い

う

職

一
応
、

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
肩
書
を
う
っ
て
、
川
田
さ
ん
の
日
ぬ
す
る
J
治

「
諮
ち
こ
ぼ
れ

o
あ

ん

な

大

き

い

人

(

川

田

さ

ん

は

体

栴

も

大

き

い

〉

落

ち

こ

ぼ

せ

な

い

よ

。

は

み

出

し

て

い

る

だ

け

だ

よ

:

」

と

い

う

か

げ

の

声

も

ち

こ

ぼ

れ

の

生

き

方

H

を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

あ
る
が

。
な
お
、

川

出

さ

ん

、

い

ま

よ

う

や

く

一

般

に

も

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

ア

ム

ネ

ス

テ

ィ

・

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

日

本

支

部

結

成

の

N
仕
出
荷
人
H

で
も
あ
る
。

⑦ 

一

持ち前のサムライ気質

ら離婚退職も筋道だか
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田±
泰ユ
代ト
さ
安ん

i設ふ

婦

人

画

報

を

退

社

す

る

キ

ッ

カ

ケ

と

な

っ

た

、

日

本

ジ

ァ

i

ナ

リ

ス

ト
代

表

団

の
旅

で
:
.

が
血
行
中
。
説
中
伊
の
人
の
巾
に
川
困
セ
瓦
は
名
も
見
せ
て
い
な
い
。
碍
世
固
か
色
も
ひ
い
て
よ
企
画
'
に
径

は
M

閉
ま
な
ん
で
出
い
よ
、
弁
語
英
す
文
一
同
周
年
昭
念
車
開
局
阜
句
、
円
中
間
コ
て
い
る
。
「
あ
あ
い
う
2
は
作
品
の

る
入
も
い
た
。
山
町
、
川
問
亨
ん
は
お
先
悼
の
開
体
に
も
名
を
嘩
ね
て
い
る
川
同
は
や
さ
し
長
、
畦
持
す
る
の
は
む
ず
か

さ
ん
の
間
苦
あ
っ
て
帯
革
苦
か
ら
さ
ん
が
、
自
分
の
差
出
す
し
と
で
し
い
の
よ
。
私
は
と
つ
も
粧
持
の
芹
に

〉
崎
融
し
て
拍
り
、
肱
が
向
と
い
布
、
?
と
、
門
間
に
い
る
醐
円
に
不
利
に
な
っ
て
は
は
向
い
て
い
な
い
。
，
璃
ち
己
ほ
れ
'

問
中
同
帯
由
の
谷
弼
文
だ
と
闘
っ

て

|

ゐ

配

闘

で

あ

る

。

:

」

僻

玉

置
は
じ
め
、
自
分
一
認
を

a
t

-

在
い
る
か
色
、
は
り
き
っ
て
己
の
役
同
を
そ
の
桂
、
同
主
圏
在
守
る
運
動
は
畳
助
町
た
と
自
負
し
て
い
る
4
尽
心
の
四

回

運

行

υて
い
%
間
半
歯
車
が
、
固
い
曲
折
を
た
ど
る
、
同
障
害
現
繋
人
M

は
択
し
、
も

5
2、
今
で
も

制

十

}年
h
A
月
島
晶
子
一
同
訴
で
川
田
家
閣
を
轟
し
、
死
刑
か
ら
一摂
固
じ
庫
に
な
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
と
し
て
釈
胞
運
動
に
と

何
に
膏
血

K
お
も
、

己
う
し
た
開
餌
か
り
、
さ
D
に
問
問
四
十
六
年
出
制
白
駅
り
え
む
こ
と
も
昂
る
。
二
人
H

で
盟

ん
ち
だ
っ
』
匂
手
杭
ま
で
川
田
さ
ん
は
聞
胆
少
な
っ
た
(
現
在
聞
庄
は
結
婚
し
、
動
す
る
己
と
も
あ
る
。
い
ま
替
を
入
れ

沼
通
と
一
面
壁
な
か
っ
た
。
警
は
一
一

三

!

?
定
住
ん
で
い
き
て
い
る
の
は
、
日
野
文
閉
と
い
う
語

川

台
掴
の
巾
贋
の
事
抗
、
盟
問
哩
持
だ
こ
の
開
耐
の
中
で
、
川
田
さ
ん
は
ア
耳
肩
を
空
け
た
中
間
照
的
青
年
。「
私、

回

っ
た
の
で
一
占
日
同
車
し
て
世
笠
門
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
陣
い
も
革
マ
ル
も
ど

2hが
う
か
も
知

樹
問
大
学
に
よ
げ
ら
李
で
薬
師
で
、
在
を
知
る
。
ア
メ
リ
カ
蓄
が
開
忍
患
い
の
よ
o
だ
努
薪
左
置
と
い
う

ハ
ワ
イ
芯
あ
罪
学
罰
金
白
日
仏
胆
に
由
の
事
件
に
と
り
く
み
、
こ
れ
が
揖
刑
を
の
で
睦
も
旬
L
も
レ
で
や
色
な
い
か
ら

略
、
陣
士
の
闘
格
者
捕
、
唖
簡
単
部
の
か
ち
と
る
大
ぎ
な
力
と
な
っ
た
の
だ
私
が
出
て
雪
、
の
よ
。
私
、
町
刑
反
対

的
手
に
と
史
ぞ
ち
れ
た
。
さ
巴
に
プ
が
、
政
柏
、
宗
教
、
あ
る
い
は
惜
の
且
輸
省
だ
し
」

芦
し
か
っ
た
よ
唱
え
石
っ
か

P
ラ
ウ
ン
大
学
で
博
中
L

豊

田

製

章

、

定

費

J

く
夏
の
置
に
産
を
壁
行
「
こ
の
問
、
植
田
理
一
を
し
の
ぶ
金

品
は
あ
ま
り
果
な
か
っ
た
が
、
，
金
に
り
る
闘
相
を
開
た
と
き
、
関
閥
、
園
町
て
い
る
H

良
心
の
囚
人
'
を
勘
肘
品
固

と

か
い
う
の
に
持
っ
た
わ
よ
。
い
や、

な
ろ
由
'
仕
事
の
位
帽
は
い
く
ち
で
も
か
色
欄
間
申
告
が
来
た
。
ベ
ト
ナ
ム
反
開
輔
輔
が
あ
る
己
と
を
知
り
、
川
田
さ
聞
吃
弘
、
暗
聞
が
Y
湾
と
い
う
の
じ
ゃ

果
て
、
忙
し
い
己
と
は
括
列
に
忙
し
か
軸
デ
モ
に
出
克
己
と
が
あ
る
置
に
思
想
ん
は
思
艶
を
受
廿
る
。
拍
匝
桔
三
氏
と
思
い
り
ど
、
串
の
人
も
，
植
ち
と
ほ
れ
'

っ
た
。
上
司
醒
堕
が
調
ロ
り
れ
た
ら
レ
く
、
開
は
か
り
、
川
田
さ
ん
は
四
十
五
年
の
円
じ
ゃ
な
い
。
睡
も
が
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
よ

孫

文

は

尊

散

す

る

入

国
す
れ
ば
、
静
つ
な
が
れ
る
己
彦
、
丹
、
自
主
師
の
震
に
成
功
す
る
o

う
な
人
の
と
こ
ろ
で
行
っ
て
↓
や
り
た

は
っ
き
り
し
て
い
た
。
婆
授
に
、
日
川
田
さ
ん
は
い
ま
、
両
盟
有
A
理
く
な
る
の
よ
」
。

そ
ん
な
仕
事
の
一
つ
が
昭
和
四
十
一
広
へ
行
け
は
向
と
か
な
る
弁
子
す
め
る
事
だ
っ
た
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日
本
支
部
の

年
か
ち
抽
め
た
碑
文
律
誕
百
四
年
記
章
友
人
が
い
た
。
醐
古
は
風
光
ピ
ザ
で
四

耶
輯
書
圏
一
告
の
議
開
同
盟
盟
副
九
。

E
白

1
-一牢
八
月
日
単
へ
入
っ
た
。

嗣
草
が
臨
ま
っ
た
己
ろ
、
中
国
は
文
革

寝
食
忘
れ
陳
君
救
援

誰
も
顧
み
な
い
人
の
為
に

「平和はがき」を首相宛に

母親大会 12月8日は集会

/ 

陳
君

つ

い

に
釈

放

へ

r区、

カ
で
も
レ
ー
ガ
ン
m
y
h革
に
反
対
す
る

“

ιwL

四
O
万
人
の
デ
モ
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

-
す
J

を
と
円
重
き
、
町
軍
の
置
型
を
政
府
に

一

ノ

岨
っ
た
と
い
う
。

A
H
V

日
本
国
観
六
告
車
時
告
で
も
、
暗
長

Jι

一

患
の
陣
ち
己
み
が
明
ち
か
に
さ
れ
た

E

I
A
V

一

か
ち
、
平
相
リ
l
フ
も
長
田
は
い
ら

4

勺
‘

な
い
、
韓
も
い
ち
な
い
'
と
宜
が
え
一
し

日
H
q

て
、
理
動
を
展
闘
し
で
い
る
。

佐
官
』

主

同

士

一月
八
日
(
火
)
午
世
一

'
T
企
・

時
三
十
分
か
号
、
品
川
色
合
隻
型
車
)

J

-

で
『茸
器
は
い
ち
な
い
檀
も
い
ら
な

t
I

一
い
ほ

・
8
平
和
堂
守
岳
町
朝
饗
£

ふ
た
た
び
聴
き
あ
主
主
ぼ
く
り

一を
聞
く
。
再
出
の
喜
一
昼
間

富

盛
C
な
い
ル
湿
っ
た
w
る
と
民
主
主
輯

一動
報
告
、
捕
直
語
圏
一
民
と
と
も
に
、

憲
法
下
に
お
い
て
、
臨
兵
器
が
平
鮪
と

一輯
を
担
く
し
、
平
和
梼
き
ず
く
」
〈
匝

も
ち
と
苦
れ
、
日
米
合
同
摘
習
な
る
も

一
回
)
を
閏
聞
配
拍
学
者
の
畑
同
車
式
日
出

の
が
つ
ぎ
つ
安
元
己
な
わ
れ
て
い
る
b

一
が
。
袈
髪
、
都
内
を
デ
モ
行
起
す
る
も

「

士

地

は

一

l
l
l
tj
o
1
1
1
1
1
I
l
-
-

躍
廼
記
す
る
た
め
に

一

あ
る
の
で
は
な
く

一

ク

リ

ス

マ

ス

作

雪

作

る

た

め

に

あ

り

一

パ

ザ

l

同

は

一

措

置

を

停

べ

る

た

め

に

一

東

京

Y
W
C
A

あ

る

の

で

は

な

く

一

融
を
す
る
た
め
に
あ
り

一
回
京
Y
W
C
A臨
阿
向
セ
ン
タ
ー

E
迄
は

一
(東
京
・
却
茶
の
き
で
は
、
十
二
月

軸

索

殺

す

た

め

に

一

四

日

〔

念

、

h
日
(
さ
に
、
同
セ

あ

る

の

で

は

な

く

一

ン

タ

1
瞳
河
内
全
国
で
制
例
の
ク
リ
ス

親
子
ル
ヤ
も
ど
も
一
マ
ス
パ
ザ
ー
を
側
聞
す
る
も

宰
什
」
九
な
る
た
め
に
一
会
場
に
は
、
有
名
メ
ー
カ
ー
コ

1
ナ

あ

る

の

で

す

」

一

l
、
合
同
コ
ー
ナ
ー
、
首
付
昂
コ
l
ナ

(
一
九
百
五
年
世
界
団
組
大
会
車
問
一

I
、
キ
キ
フ
ェ
テ
リ
ア
H
U
E
H
y
bれ、

舎
で
の
拍
昌
か
色
〉
一
手
づ
く
り
の
品
々
、
車
料
品
、
宜
料
、

日
本
国
層
大
会
通
栴
告
が、

一人

一
措
置
な
ど
が
壁
画
で
匝
舟
さ
れ
る
。

ひ
と
り
が
w
r
m
の
車
志
を
同
一目
あ
て
に
一
間
輔
時
聞
は
午
前
十
時
=
干
八
万
3
午

画
い
て
開
訴
す
る
H

五円

δ
万
平
刊
は
一
佳
云
蒔
ま
で
。
入
制
申
障
に
は
パ
ザ
!

が
さ
運
動
u
幸
知
的
て

一
年
た
っ
た
。

一
帯
〈
布
串
し
み
持
付
)主
O
円
が
必
MFAi

国
在
ま
で
の
を
町
は
約

一
向日
門
汚
位
。

一
間
車
Y
W
C
A睦
一
向
台
セ
ン
タ
上
T

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拍
い
て
は
、
ア
メ
リ
一

4
0
一
南
京
都
干
代
出
区
神
田
監
河
台

カ
の
咽
割
植
民
軍
申
町
制
に
反
対
し
て
一

一
-1
八
2
0
三
1
1九
一一ア
l
五
円
二

早
相
ヂ
そ
が
く
り
か
え
さ
れ
、
ア
メ
リ
一
一
0

・E
・E-
y
i
-
-
a
.
，
•. 
T
A-
E

・E・--ZEE---E1111111
1

〈
金
)
、
間
三
回
「
ヘ
ル
プ
ア
ム
ネ
ス
一
死
刑
居
ど
の
非
人
置
的
昌
国
い
に
需
主

テ
ィ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
」
門
主
一
件
に
託
封
、
の
三
点
。

値

H
同
葬
覧
会
・
代
干
イ
l
デ
一
一
九
七
九
年
に
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日

ス
ハ
ン
ソ
ン
、
開
眼
光
世
F
)
が
開
一
本
文
部
の
財
政
敵
縄
赤
外
電
吾
週
し
で

か
れ
る
3

一
伝
え
ら
れ
、
ヘ
ル
プ
ア
ム
永
ス
テ
ィ
盟

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
一
酌
が
組
踊
的
に
動
き
だ
し
、
同
年
の
曹
、

ナ
ル
は
、

一
九
六

一
年
に
持
足
以
束
、
一
「
ヘ
ル
プ
ア
ム
永
ス
テ
ィ
カ
ク
テ
ル
パ

世
界
四
均
固
に
支
部
、
一
三
四
方
国
一
ー
ー
チ
ィ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

に
ニ

O
芳
人
以
上
の
金
口
持
庖
克
一
る
国
一
今
年
四
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
で

連
ユ
ネ
ス
コ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
虫
隅
吋
一
は
、
湾
名
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
聖
麗

白
描
間
暗
闇
。
一
品
、
サ
イ
ン
入
り
レ
コ
ー
ド
、
薗
閥
、

会
聞
は
自
ら
の
政
情
的
、
宗
教
的
、
一
障
し
い
品
物
な
y
あ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
b

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
笠
立
制
伊
藤
れ
て
中
一
行
わ
れ
る
。

立
を
毘
ち
な
が
色
、
世
押
人
地
道
昌
が
一

7
日
時
十
二
月
四
日
〈
金
)
午
世

安
土
に
守
ら
れ
る
開
押
を
盟
一
躍
す
る
た
一
六
時
三
O
分
、
八
時
三
一円
売

め
の
活
動
を
附
貯
て
い
る
も
一
マ
金
咽
副
会
六
円円
M
U
円
+
カ
ン
パ

ぞ
と
に
車
約
さ
れ
る
の
は
①
思
想
一
守
合
唱
園
町
吉
田
組
下

一
階

「白

慣
条
宗
教
・
人
植
皮
膚
む
色
を
理
一
回
聞
の
阻
」
平

一
O
ニ
車
京
間
千
代
困
区

由
と
し
て
捕
わ
れ
て
い
品
非
協
力
国
人
一
平
川
町
一
一
l
白
l
一-
語

OZ一4
1一一
六
五

々
l
l
「且
心
の
囚
人
」
の
即
時
鼎
長
一

l
古
一壬ハ一

件
D
R肢
を
堕
京
②
匝
出
的
理
由
甘
捕
一
マ
坦
陪
先
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ
ン
タ

え
ら
れ
て
い
る
全
て
の
人
々
の
た
め
一

1
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
〒

一六
O
現

に
、
公
主
で
す
み
や
か
在
拙
判
を
京
時
一
京
都
新
悶
区
早
稲
田
ニ
i
=
一l
一一-一
宮

③
金

τの
同
人
に
加
え
ら
れ
た
揖
闘
や
一

O
主

ニ

O
一
一
工

O
孟

Q

F
3
 

4
v
 

h
v
v
判
，

ど
、
入
両
の
や
り
方
は
全
く
不
法
勾

死
刑
の
可
能
仲
円J
あ
る
の
だ
。
川
出
さ

岳
よ
り
も
歩
、
日
本
島
も
出
来
ず
、
ん
は
酷
世
な
し
に
協
力
一
を
面
ん
弓
特

困
っ
て
い
吾
と
聞
く
と
川
固
さ
ん
は
胞
に
日
中
瓦
好
間
保
の
団
悼
の
上
最
な
地

っ
て
お
け
な
く
な
畠
。
「
間
開
ふ
レ
与
」
位
に
い
る
人
に
は
舶
を
と
め
て
語
つ

ろ
に
入
れ
目
と
い
う
で
し
ょ
う
。
た
。
が
、
開
い
た
己
と
に
、
睦
も
世
揖

観
主
ゆ
ず
り
の
サ
ム
ラ
イ
祖
性
よ
活
動
に
の
り
出
し
で
く
れ
な
か
っ
た
。

」

。

出

回

し

に

「

あ

ま

り

ム

キ

に

な

巴

由

方

陣
問
年
は
田
光
ピ
ザ
証
毘
の
手
腕
苫
が
匂
」
と
い
う
人
も
あ
り
、
「
間
話

を
し
、
桂
政
大
学
大
学
院
で
唱
吾
」
と
は
国
府
柏
だ
か
ら
。
」
と
い
う
人
も

〉
を
暗
望
す
る
。
凹
十
三
年
一
月
へ
官
へ
い
た
。

胤

宮

町

許

可

奇

襲

程

怒

り

が

反

響

を

呼

ぴ

か
ち
も
前
開
が
出
、
開
封
は
、
特
存
の

?ι
め
の
害
額
註
章
一
万
円
も
納
め
て

「あ
な
た
た
ち
ょ
っ
の
中
間

L

右
い
る
。
二
月
八
日
、
人
刊
か
ら
の
塩
田
部
い
っ
て
い
苧
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
」
地

て
で
陣
昌
は
〈
哲
へ
行
く
l
lo
手
め
ま

暗
よ
り
も
亘
い
人
間
一
人
の
体
育
聞
か
危

哨

ま
醐
呂
は
師
ら
な
か
っ
た
。
い
と
い

2
姿
ミ
コ
シ
を
あ
げ
な
い
H

四

川
田
さ
ん
は
酷
日
と
こ
一
急
、
出
詩
文
化
人
H

に
川
固
さ
合
撃

に

腕
H
F
d川
田
さ
ん
に
嗣
什
レ
た
拙
踊
の
し
た
。
よ
う
や
く
計
且
g
H
の
措
間
栢

自

利
描
を
は
か
る
団
体
な
ど
も
最
外
に
惜

三
代
珊
士
(
当
時
〉
を
桔
介
吉
れ
た
の

固

た
〈
、

「
入
回
目
に
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
が
n
曲
嗣
M

の
一つ
と
な
っ
九
描
慣

同
町
自
由
震
で
開
胆
じ
た
の
だ
至
J
L

氏
は
た
だ
ち
に
、
己
れ
は
お
か
し
い
宍

主
と
か
、
情
帽
亨
え
あ
や
ふ
や
で
、

y
x
J
護
法
闇
雲
同
舎
と
一星
げ
で
く
れ

鯉
な
っ
た
の
さ
え
一
は
っ
き

E
R
o
?で
の
間
質
事
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

晴

川
固
さ
ん

一
人
で
走
り
ま
わ
り
ツ
テ
を
(
大
官
兜
氏
号
事
の
週
刊
紙
、
現
在
国

師

た
の
ん
で
間
ベ
ま
わ
る
。
陣
君
は
入
両
日
刊
)
の
申
島
岡
田
記
a
h
(
の
ち
、
カ
ン

に
出
回
し
た
日
に
そ
の
ま
ま
内
向
に
活
ポ
ジ
ア
で
申
材
中
草
亡
ロ
が
間
れ
、
四

り
屯
さ
れ
た
己
と
。
誌
で
献
に
つ
な

H-一干
息
の
紙
面
で
大
々
的
に
暢
置

か
れ
て
お
り
死
刑
の
恐
れ
も
あ
る
己
し
て
，
く
れ
た
。
己
の
新
聞
が
持
寄
れ

と
。
車
鹿
市
す
ら
ツ
テ
房
汗
し
て
や
っ
た
目
、
川
出
さ
ん
は
駅
か
ち
駅
へ
と
事

と
同
型
附
が
わ
か
っ
た
な
ど
、
す
べ
が
さ
「
型
車
オ
プ
ザ
J
1
パ
l
」
を
向
十
部

は
っ
き
り
す
る
ま
で
二
カ
月
か
か
っ
た
。
も
口
い
こ
み
、
支
置
し
て
く
れ
そ
弓
丘

川
山
さ
ん
は
思
っ
%
出
入
間
富
骨
友
人
叩
人
に
霊
じ
た
。

に
も
な
い
即
日
強
制
送
置
を
行
う
な
己
の
と
き
川
固
さ
ん
は
思
い
つ
い
て

己
う
し
た
ハ
ワ
イ
の
商
略
L
刺
制
さ

れ
融
再
が
ハ
ワ
イ
で
の
ベ
ト
ナ
ム
反
帽

話
酌
で
死
刑
伯
宣
告
を
受
け
た
と
と
が

は
っ
き
り
し
た
六
月
二
十
四
日
(
事
件

桂
半
年
同
)
、
官
う
や
く
日
本
で
も
「
帥

玉
盟
奪
え
き
を
桔
成
す
吾
」
と
が

で
芝
、
己
史
方
向
話
人
は
、
富
崎

竜
介
(
弁
躍
士
)
、
中
村
哲
(
出
置
大

学
輯
星
日
当
時
u
、
高
木
曜
央
(
肝
柚

家
)
、
中
村
較
夫
(
俳
壇
)
民
ち
で
、

窮

鳥
懐

ろ

に

入
れ

ば

童相町会館「白樺の間」で

なすや絶了』晶郊の護擁権人
市
民
の
事
7

ン
テ
ィ
ア
置
筋
記
よ
る

人
間
揮
輯
盟
動
聖
行
っ
て
い
る
ア
ム
ネ

ム
テ
ィ
・
イ
ン
タ
叶
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本

支
部
町
財
政
控
芋
町
長
よ
り
多
く
の

人
々
に
ア
ム
永
ス
テ
ィ
薪
調
瞬
、
蝿
同

の
輔
佐
臨
げ
よ
う
と
、
十
二
月
四
日

へんプアムネスティ .J{ーテイ

切手
話
で
意
見
を
交
換

〈金曜日 〉

日清製粉・鶴見工場

回和56年 11月 20日

重量雪

(3) 

な
ん
と
模
凝
脂
の
こ

:!ij借胸
一
位
の
小
変
が
、
小
企
世
間
へ
と

地
道
に
重
自
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

竜
同
工
場
で
ル
ポ
し
で
皐
弓

の
活
気

雲
閣
岸
の
工
揖
地
開
に
刊
饗
」
れ

一
た
固
刑
制
駒
副
見
工
輔
。
己
の
敵
地
内

一
に
足
を
闘
車
入
れ
で
ま
ず
聴
く
の
は
、

一
い
か
に
も
8
工
扇
っ
ぼ
い
H

己
と
で
あ

一
る
。
大
型
ず
ノ
ク
ロ
l
リ
ー
が
そ
4

」か

一
し
己
に
行
き
か
う
。
巨
大
な
サ
イ
ロ
が

一
そ
マ
え
立
ち
、
た
だ
ど
デ
カ
イ
、
円
ば

一
っ
た
工
欄
惣
迫
物
が
立
っ
て
い
る
。

柵

一
内
に
は
、
列
車
町
軍
閥
ま
で
引
か
れ
、

一
圃
串
が
押
ま
っ
て
い
た
り
す
る
。
由
色

一
い
へ
ル
メ
ッ
ー
を
か
ぶ
っ
た
人
が
、
高

一
々
と
揖
み
よ
げ
ち
れ
た
小
茸
駒
の
謹
の

一
か
げ
か
ら
費
畑
、
現
わ
れ
た
り
す
る
。

ま
る
で
、
宝
」
に
い
る
人
間
房
審
み

ゑ

雪

J
E
風
体
な
の
で
き
も
量

や
水
聞
の
の
ど
か
な
且
慣
と
は
ほ
と
遣

い
韓
国
置
な
工
眉
骨
農
が
小
豆
粉
が
つ

く
巴
れ
て
い
る
と
想
慢
で
き
よ
う
か
。

司
ム
揖
培
、
大
正
十
五
年
、
南
南
ア

?
ア
向
け
の
輸
出
用
小
麦
粉
工
咽
と
し

て
鴎
動
し
h

匂

輯
車
両
刷
、
-
行
宍
M
U
即
。
工

場

朝
内
で
は
官
理
部
門
も
古
め
て
四
百
O

工

AHM世
覇
。
一
目
に
一
四
円

6
Jの
小

観
察

5
8
J
i
E

レ
て
い
る
。
人
聞
は
一
世
に
一
円
む
弓

田

京
事
量
る
字
画
賓
と
レ
て

た

一
日
に
一

Q
μ
u
pだ
と
、
一
千
方
産

時

代
票
田
民
に

一
実
づ
っ
岨
完

か

た
吾
酎
置
に
な
る
わ
廿
で
、
と
れ
は
ア

ョ
メ
リ
カ
も
古
め
太
平
洋
障
で
は
軍
大
剖

闘
の
生
理
能
力
を
有
す
る
て
相
と
な
っ

て
い
る
。
も
ち
予
ん
ヱ
輔
は
月
昭
商
の
明
か
ら

吹
田
由
あ
臼
咽
自
の
朝
ま
で
フ
ル
韓
動

だ。
工
輔
が
ど
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て

も、

y
ヤ
ん
な
に
箆
摘
が
遊
拶
レ
て
向

小
岩
か
色
小
量
制
が
つ
く
Adれ
る
過
躍

日に一千万食分を
巨大だが工程は昔と同じ

起
工
再
も
由
唖
掴
②
輔
副
窃
酷
師
⑥
珊

臨
⑤
包
茜
の
五
工
程
に
分
か
れ
て
い

る。今
、
円
本
で
胆
わ
れ
て
い
吾
小
聖
の

約
冗
「
骨
が
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ォ

! 1 
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父
の

影

響

強

く

受

け

異

色

の

硬

派

記

者

州
問
さ
ん
は
大
正
豆
阜
の
生
ま
れ
。
脳
相
十
二
年
車
京
女
子
大
を
革
聾
し

お
苓
え
は
、
，
向
子
の
手
、
内
た
川
閉
さ
ん
は
同
人
耐
帽
の
記
者
に
な

問
で
宵
ち
べ
酷
文
に
嗣
倒
レ
J
℃
民
主
る
が
、

一
年
半
ほ
P
」
で
結
掘
車
社
、
+
k

E
r
を
日
本
で
は
じ
め
て
醐
眠
、
口
間
叫
に
な
り
で
人
的
F
を
も
う
け
た
ぷ
、

出
陣
し
た
し
と
も
あ
る
。
川
出
き
ん
の

も
の
心
つ
い
た
ご
旦
ぽ
円
本
抱
介
の
英

文
の
雑
誌
を
作
吾
告
祉
の
社
起
で
あ
っ

た
。
非
常
に
迫
害
的
な
蘭
と
サ
ム
ラ
イ

気
質
佐
貯
せ
持
っ
て
い
た
人
で
、
川
田

さ
ん
は
己
白
お
父
さ
ん
か
巴
非
常
に
彫

努
」
翌
日
た
4
3
~。
「
さ
ま
J

だ
い

七
人
で
私
は

一女
で
。

Z
立
と
い
う

の
は
よ
く
出
来
て
、
克
人
で
や
品
り
l

よ
皐
私
は
己
の
と
ろ
か
ら
前
ち
と

ほ
れ
な
の
よ
』
記
悼
み
に
と
の
H
M
宜女
e

は
、
か

2E永
小
商
告
さ
ん
り
お
山
切
さ

ん
で
あ
る
。

府
立
摺
一高
F手
伝
て
車
京
女
子
大

に
入
弓
「
異
合
川
テ
ル
は
両
競
で
相
、

己
の
己
門
事
5
に
よ
く
来
て
い
た
の
。

と
で
も
払
に
よ
く
し
で
く
れ
て
ね
。
骨

密
J

少
記
に
何

?
l中
同
の
憎し
と
な

ど「
U

ゃ
べ
り
た
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か

と
出
兵
〆
~
だ
け
ど
、
均
一
時
的
私
は
、
政

出
的
に
全
く
田
町
な
女
学
生
で
し
ょ
う

?
伺
も
い
わ
ず
に
茸
っ
た
の
・
。
い
ま

だ
に
自
分
の
開
聞
を
盟
患
に
思
う
わ

よ・守一」
(
注
)
只
白
川
テ
ル
H
ヱ
ス
ベ

ラ
ン
テ
ィ
ス
恥
h

。
明
情
緒
年
生
れ
、

東
且
主
両
両
中
嶋
在
百
中
国
人
劃

仁
と
品
廼
中
国
へ
。
日
中
軸
争
中
、

抗
同
反
酬
明
血
埠
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
括
醐
、
昭
和
幻
年
間
売

「私
な
ん
か
ベ
1
.
A
l
の
平
同
日
だ

し
、
同
て
己
弁
ほ
な
い
白
に
」
と
川

固
さ
お
は
整
う
が
、
当
時
は
賀
原
闘
争

の
一
年
あ
と
。
米
品
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ

ク
な
申
由
臣
曹
が
出
て
も
不
思
隅
で
な

い
開
閉
だ
っ
た
。
己
う
し
た
と
と
も
あ

っ
て
「
闘
人
回
報
」
か
ら
「
モ
ダ
ン
リ

ビ
ン
グ
」
の
嗣
車
直
に
か
わ
る
。
川
悶

出
羽
二
十
古
軍
離
婚
、
制
人
画
面
に
力
支
ん
に
と
っ
て
は
グ
克
理
e
だ
が
、
社

ム
パ
γ
ク
す
る
。
十
年
間
掛
軸
苫
胴
U

内
問
に
は
，
い
い
ポ
ス
ト
6

と
あ
っ
て
、

た
が
、
も
の
白
日
庁
、
事
え
万
、
す
ベ

E
珂
も
ラ
か
っ
た
よ
芸
品
。
ち
ょ
う
ど
、

」

叫

縮

努

止

ま

州

知

{

¥ハ〆ペヨ

τ長
と
く
い
ち
が
っ
て
き
た
l
ー
と
い
拙
さ
ん
が
大
学
の
控
唖
科
を
卓
揮
し
た

ろ
。
た
-Cえ
ば
朝
酔
軸
争
、
売
は
噛
乍
が
、
当
時
は
也
聾
家
の
女
な
ど
な
か
な

で
も
う
げ
る
守
山
だ
っ
た
し
、
耳
目
識
か
就
職
口
は
な
い
。
「
そ

f
Jリ
ピ
ン

ψ
絶
対
反
対
だ
っ
た
。
川
出
さ
ん
は

F

E
に
来
て
は
、
と
い
う
結
が
起
り
、

信
天
奏
借
家
に
両
国
し
昏

一
つ
で
用
び
可
制
一
レ
ょ
皇
室
に
い
る
わ
け
に
も

出
し
て
し
警
が
、
鮎
足
下
の
二
人
い
か
な
い
と
、
昭
和
一
J

一十
七
牢
つ
い
に

は
自
分
で
廻
冒
す
る
。
「
抽
が
大
単
め
温
社

l
l。

4
鞍
に
受
か
っ
た
の
に
向
う
の
中
よ
り
フ
リ
ー
に
な
っ
て
も
困
ら
ぬ
よ
う
あ

が
絶
対
入
車
を
昨
さ
な
い
の
よ
、
主
に
ち
か
じ
め
担
回
し
し
て
お
く
己
と
な
ど

学
聞
は
い
ら
な
い
っ

τー
。
そ
ん
な
と
う
て
い
出
来
な
い
川
田
さ
ん
だ
か

パ
カ
な
っ
て
私
か
保
註
人
に
な
っ
て
ら
、
臨
輔
の
注
文
は
わ
ず
か
。
偉
容
は

大
学
に
入
れ
て
担
。
」

同
人
記
者
よ
じ
て
の
川
田
さ
ん
は
、

主
に
説
柄
、
芸
F
を
担
当
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
間
揮
の
伍
屈
の
多
い
師
人
聞

報
で
は
出
色
の
間
耐
記
者
と
し
で
活
闘

す
る
。
回
型
一
士
ハ
年
、
日
本
ジ
「

ナ
リ
ス
ト
金
時
の
代
費
回
の
一
人
に
盟

ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
パ

l
デ
ン
で

聞
か
れ
た
間
二
国
間
界
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
笠
宮
に
審
加
、
そ
の
宅
L
中
国
平
ソ

盟
、
同
闘
に
も
寄
っ
た
。
切
の
舛
聞
旅

行
で
大
酔
吾
輩
し
か
フ
た
の
だ
が
、
ア
メ

リ
カ
の
蝿
刊
誌
埠
で
H

ア
カ
い
代
盟
国
H

ル
昇
障
さ
れ
た

p
uた
た
処
開
園
し

た
川
問
実
ヤ
ん
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
ひ

ど
い
巾
蝿
と
圧
迫
だ
3

た。

あ

ら

ぬ

中

傷

を

浴

び

は
合
醤
も
聖
母
り
な
い
。

1
ス
ト
ラ
リ
ア
な
吉
野
か
ら
の
輸
幽
い
て
、
管
の
判
断
ど
圃
任
で
小
費
い
、
加
水
し
た
即
望
日
闘
で
一
官
侍

揖
取
し
た
小
卓
司
申
か
ら
ゴ
ミ
な
ど
入
小
宅
己

C
E小
査
は
輸
送
船
で
を
圃
付
廿
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。
だ
か
間
タ
ン
ク
に
ね
か
し
l
lテ
ン
パ
リ
ン

を
壇
り
除
き
、

細
か
く
砕
く
。
粉
と
直
錯
酷
め
や
箆
阻
め
で
は
な
く
パ
ラ
明
白
色
、
八
万
四

Q
以
V
-
J
hあ
小
賓
が
入
グ
1
l自
白
壁
面
的
に
由
わ
せ
て
酎

rr労
け
る
。
本
に
理
ば
れ
、
工
朝
出
岸
壁
「
長
岸
し
た
る
同
工
輔
の
サ
イ
ロ
申
中
味
は
全
部
因
由
す
る
。

間
新
説
?
の
睦
珊
を
閉
え
た
同
工
咽
守
本
船
か
ら
空
毘
と
い
っ
し
ょ
に
真
芸
小
の
も
の
だ
。
肱
砕
四
階
に
入
量
不
費
胆
は
、
ロ

も

、

担

慰

霊

装

P
Eぃ
。
割
、
J
プ
で
唖
い
惨
ら
れ
る
(
唖
掴
〕
。
サ
イ
ロ
か
白
た
小
語
、
い
よ
い

l
ル
慣
に
か
ロ
長
シ
フ
タ
l
〔
冊
樫
〉

そ
己
か
ら
レ
シ
ー
バ
ー
で
空
同
点
鍾
よ
富
工
雇
に
入
る
。
己
亡
しか
ら
が
臼
で
ふ
る
い
わ

q
g司
ロ
i
ル
瞳
は

さ
れ
て
階
上
へ

J
」
一己
で
小
量
の
申
の
前
副
舶
の
出
掛曲
で
あ
る
も
自
動
神
(
ハ
苗
の
石
函
の
酌
持
参
宇
品
も
の
だ
が
、

木
片
や
石
、
わ
ら

E
Y星
取
り
除
い
カ
リ
)
で
計

Ruτ
取
り
出
し
た
小
費
小
聖
位
の
賓
室
を
号
事
在
日
砕
か

て
サ
イ
ロ
に
保
皆
さ

れ

る

。

位

は

、

間
遺
構
蹴
に
か

υ品Jれ
雑
暫
崩
ず
に
肺
乳
部
を
粉
に
す
る
た
め
に
、
闘

揮
は
、
小
麦
は
毘
間
ゆ
嚢
は
脚
乎
に
を

ε同
除
い
た
り
小
聖
位
の
費
面
を
層
階
的
に
輯
僻
さ
れ
る
。
己
申
ロ
ー
ル
曙

買
い
つ
け
る
E
と
は
で
き
な
い
。
乙
れ
い
た
り
、
ダ
ス
ト
を
取
り
除
い
て
、
さ
は
一
時
間
に
約
一
五
ノ
町
小
聖
肋
事
粍

は
、
岡
旬
干
七
年
以
来
持
わ
れ
て
い
れ
い
な
粒
揃
い
の
も
む
だ
貯
に
す
る
も
し
、
シ
フ
タ

L
Lは
三

O
由
の
ふ
る
い

る
、
由
程
圏
制
度
に
よ
っ
て
南
極
庁

Z桂
、
小
麦
粉
を
挽
き
や
す
く
す
が
巾
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
、
粒
平
ゐ

に
円
哩
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
岳
製
制
る
た
再
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
!
と
い
う
闘
い
も
の
は
再
び
ロ
ー
ル
摘
、
シ
フ
タ

含
め
散
置
や
晶
聞
に
凶
す
る
楕
裂
を

鞭
壊
血
置
・
情
却
を
し
て
醐
闘
を
汗

l
に
要
己
れ
る
も

己
己
で
帯
と
さ
れ
た
旺
乳
と
謹
直
れ
ほ
酷
し
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
工
い
ま
す
か
1
1
」
ル
ほ
同
祉
問
圃
サ
1

(
ふ
す
草
は
風
間
房
相
同
し
h

九
ピ
ュ
咽
内
は
開
獄
と
し
て
い
て
、
小
麦
輯
侶
ピ
ス
セ
ン
タ
ー

P
R理
長
田
荒
井
鋒
樹

リ
フ
ァ
イ
ヤ
!
と
い
う
睡
眠
で
ふ
す
ま
製
粉
が
行
わ
れ
て
い
る
己
と
な
ど
盟
融
さ
ん
。
小
麦
粉
一
円
円
む
円
に
対
し
て

を

ふ

さ

用

ほ

し

、

ふ

す

ま

は

国

西

岡

料

も

つ

か

な

い

。

十

二
円
し
か
も
う
貯
が
在
い
か
ち
担
で

と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
中
で
も
興
味
眠
い
の
は
シ
フ
タ
1
0

こ
な
す
以
外
に
手
は
な
い
。

Hhv、
E

。
己
の
工
程
が
く
り
忌
さ
れ
て
「
上
り
円
心
力
房
判
吊
し
た
と
町
四
角
い
摺
槽
府
か
A
は
臨
め
ら
れ
た
だ
廿
の
贋
レ
か

)

陸

軍

品

束

、

ロ援
に
世
つ
て
は
、
申
で
た
え
ず
小
麦
粉
ま
る
っ
て
払
い
下
げ
て
も
景
福
い
の
か
理
費
だ

タ

い
く
つ
か
の
事
組
に
分
け
A
れ
、
か
く
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
同
内
も
ガ
タ
と
も
。

円

は

ん

・
混
合
し
で
均
一
の
盟
品
と
し
て

Z
6い
て
い
耳
、
事
定
立
近
代
的
な
工
事
、
曹
と
同
干
頑

て

肪
サ
イ
ロ
に
保
管
さ
れ
、
再
怖
雰
置
っ
て
い
ち
れ
な
い
ま
J

な
酎
買
を
お
こ
を
噛
ん
で
つ
く
り
出
さ
れ
る
小
聖
司

闘

っ
て
露
へ
皇
吾
れ
る
わ
弘
、
す
。
な
ん
と
と
の
シ
フ
タ
l
の
曲
す
る
や
が
て
駒
サ
イ
ロ
の
中
主
食
卓
へ
、

粉

劃
制
工
咽
堤
引
力
者
利
用
し
て
小
力
は
地
理
の
掴
謹
努
」
に
相
当
す
る
と
パ
ン
や
車
半
期
、
閣
閣
と
な
っ
て
登
相

即

聖

断

幸

雪

空

宇

方

式

な

の

で

、

雪

。

す

岳

も

あ

の

耳

を

つ

ん

青

空

J

草

恒
工
程
下
す
宝
へ
小
壁
掛
を
真
実
定
か
く
寝
か
ら
震
へ
と
雪

崩
り
孟
じ
ん
円
わ
れ
る
検
事
も
向
も
か
も

予
イ
プ
で
送
り
、
粉
サ
イ
ロ
へ
と
直
ば
れ
書
く
う
ち
に
小
ま
は
小
壁
掛
に
な
っ
て
か
担
ぐ
円
岳
て
て
人
剛
の
味
喧
の
仲
間

嶋

る
o

い
く
o

入
皇
子
る
。

↓

と
う
し
た
工
程
に
は
、
も
ち
民
瓦
品
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
小
麦
陸
、
創
世
を
轄
す
る
噛
世
と
し
た
見
性
的

口

質
検
査
も
か
か
せ
な
い
。
各
把
柄
ご
と
加
工
に
亜
し
た
閉
問
、

R
E
一
園
田
聞
は
な
た
く
ま
し
い
盟
駒
工
程
を
桂
て
き
で

に
一
時
間
お
き
に
サ
ン
プ
ル
を
取
っ
て
サ
イ
ロ
の
中
で
ね
な
c
れ
る
と
い
う
の
も
、
や
は
り
幽
か
い
均
く
も
り
券
量
庇

テ
ス
ト
、
分
析
を
待
っ
て
開
惜
の
な
い
も
剖
耳
で
あ
る
。
に
届
口
て
く
れ
る
小
聖
粉
に
、
ド
ン

・

も
の
だ

Z
出
荷
す
る
と
い
う
。

「小
益
耐
と
い
う
の
は
余
り
を
つ
主

l
Z且
由
主
国
小
屋
の
イ
メ

広
々
と
し
た
主
咽
内
は
、
と
て
つ
も
か
巴
な
い
商
兜
で
す
。
加
工
堅
田
E
い
!
ジ
が
あ
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
!

な
い
己
吾
首
で
、
大
声
で
わ
め
か
な
け
工
湖
南
は
奇
つ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
フ
で

よ
同
工
輔
の
門
を
出
な
が
色
白
っ
た
。
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(4) 

別
な
資
格
は
い
ら
な
い
。
の
実
態
調
査
ほ
か
)
、
文
化
(
地
域
文
う
と
、
同
協
会
は
「
五
億
円
基
金
」
創

参
加
期
間
は
、
活
動
先
の
十
カ
月
と
化

・
芸
能
伝
承
や
発
掘
の
協
力
ほ
か
)
設
に
踏
み
切
っ
た
。

一
カ
月
の
事
前
研
修
お
よ
び
組
側
・
報
な
ど
の
分
野
の
ほ
か
に
開
発
・
建
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
人
が
一
日
に
必
要

告

期

闘

を

含

め

た

一

年

。

国

際

理

解

・
協
力
な
ど
が
あ
る
。
な
臨
簸
経
費
二
千
円
を
負
担
し
て
く
れ

活
動
の
場
は
、
教
育
(
子
ど
も
会
活
初
年
度
は
十
名
、
二
期
自
は
ニ
十
五
る
人
を
=
一
六
五
人
保
せ
ば
、
一
人
の
ボ

動
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
ほ
か
)
、
社
人
。
現
在
、
奈
良
市
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
年
の
活
動
が
支
え
ら
れ

「
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
何
か
手
応
え
の
あ
る
生
き
方
を
求
め
て
い
る
ア
活
動
に
よ
る
整
官
教
育
取
業
は
、
一
メ
リ
ヵ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
カ
会
福
祉
(
各
租
社
会
相
祉
施
綬
で
の
生
家
」
、
長
野
市
の
「
松
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
る
と
い
う
仕
組
。
問
時
に
、
一
年
間
ボ

あ
な
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
複
雑
な
社
会
問
題
に
、
を
い
た
め
、
何
か
九
六
O
年
、
イ
ギ
リ
ア
の
教
育
運
動
家
ナ
ダ
な
ど
、
四
0
カ
国
近
い
国
々
で
活
活
緩
助
や
ク
ラ
ブ
、
学
習
指
摘
噂
ほ
か
)
、
ァ
墜
さ
、
山
梨
県
大
月
市
の
「
ど
ん
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
え
る
会
の
よ
う
な
も

で

さ

る

こ

と

は

な

い

か

と

考

え

て

い

る

あ

な

た

。

あ

な

た

の

そ

ん

な

悩

み

.

ぐ

り

牧

場

」

、

宮

崎

市

の

「

宮

崎

県

ボ

の

を

各

都

道

府

県

単

位

に

作

り

、

幅

広

比

一

日

間

ん

年

長

九

九

一

話

器

皆

川

じ

っ

く

り

青

春

の

一

年

を

け

じ

ザ

ィ

ア

雲

」

な

ど

で

活

動

し

て

目

立

設

計

開

ち
を
募
集
し
て
い
る
。
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
q
H
0
5
」

運

動

が

始

め

ら

.

，

f

派
趨
先
で
も
好
評
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
な
い

副

総

長

持

盟

主

目

社

設

い

ろ

ん

な

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

銭

位

以

諒

計

長

男

た

ち

の

、

i

身
の
生
き
方
ゃ
、
社
会
を
み
つ

φ
る

目

を

養

っ

て

も

ら

お

う

と

い

う

も

の

。

ィ

ア

参

加

の

若

者

に

は

、

期

間

中

に

月

な

お

、

一

年

間

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

参

加

ヨ

活
動
先
の
評
判
も
上
々
。
現
在
二
十
五
人
活
動
し
て
い
る
が
、
来
年
は
五
ア
レ
ッ
ク
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
生
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ュ
五
万
円
ほ
ど
の
生
活
手
当
、
派
泊
費
、
応
諒
の
締
切
り
は
、
昭
和
五
十
六
年
十

日

人
噌
や
し
て
=
干
人
が
霊
さ
れ
て
い
る
。
発
さ
れ
た
。
以
来
、
山
界
各
国
に
セ
参
加
で
き
る
の
は
十
八
歳
か
呈
干

l
ロ
l
(各
組
の
器
・研
修
会
の
笑
研
修
貨
な
ど
が
必
要
で
、
一
人
一
年
間
二
月
十
四
弓

引
-

こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3
6
b」
迩
つ
く
り
ボ
-7ノ
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ン
セ
1
シ
ョ
ン
を
ま
き
起
し
、
特
に
一
歳
ま
で
の
脅
年
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
行
ほ
か
)
、
生
活
改
醤
(
消
賞
者
運
動
通
ロ
す
る
と
約
百
万
円
。
し
か
し
、
文
問
い
合
せ
は
、
一

T
1
5
1東
京
郷
渋

上

一
動
は
、
一
昨
年
、
政
府
の
協
力
の
も
と
み
、
各
施
綬
に
お
け
る
入
手
不
足
の
悩
九
六
一
年
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
ジ
ョ
家
を
離
れ
ら
れ
る
人
。
報
酬
を
求
め
ず
や
食
生
活
改
普
運
動
の
一
堕
力
ほ
か
)
、
部
省
の
認
め
る
予
算
は
、
年
間
二
千
万
谷
区
代
々
木
神
闘
町
一
三
国
立
青
少

F
一に
J
Y
V
Aが
始
め
た
も
の
で
、
整
官
み
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
自
己
学
一
習
ン

・
F
・

ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
っ
て
創
綬
さ
政
治
、
思
想
、
宗
教
、
信
条
に
と
だ
わ
医
療

・
保
健
衛
生
宙
開
お
護
婦
の
鮪
円
。
来
年
は
十
人
分
が
不
足
と
い
う
と
年
セ
ン
タ
ー
社
団
法
人
日
本
青
年
奉

1
一
徳
祉
、
地
域
活
動
、
教
育
な
ど
、
い
ろ
の
場
と
な
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
も
の
。
れ
た
、
圏
内

・
海
外
の
「
平
和
部
隊
(
A

ら
ず
自
発
的
に
人
の
た
め
負
献
し
た
い
助
、
無
医
地
区
の
診
療
活
動
の
協
力
ほ
と
に
な
る
。
仕
竪

E82
一
〈
四
六
O
)
O一一一一。

1
一
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
一
年
間
じ
乙
の
よ
高
話
長
期
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

C
T
I
O
N
)
」
は
有
名
。
現
在
は
ア
と
い
う
意
志
と
情
熱
の
あ
る
人
で
、
特
也
、
自
然

・
環
境
保
畿
通
廃
破
寝
不
定
分
を
一
般
に
協
力
し
て
も
ろ
お

年
一

員
長
話
普
通
話
貫
通
話
v
要
員
話
通
義
援
話
通
話
議
員
v

委
員
V

普
通
話
量
延
長
員
長
員
長
委
員
養
員
長
道
異
議
員
長
言
語
義
援
活
話
異
議
員
圏内
V

員

長
v

費
量
議
員
》
妻
、

6
一

|

|

塑
製
革
し
て
の
呼
怒
り
に
十
月
一
芸
と
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
出
か

一一

自
由
に
の
び
の
び
と

器
選
出
諮
問
伝
部

自
動
画
廊
賞
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
一
る
の
か
な
あ
。
ぶ
ん
か
か
い
か
ん
の
も

力
作
三
五

O点
の

中

か

ら

ー

長

特

区

で

あ

一

談

話

d
腕誌

っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
圧
倒
一
の
子
」
)
。

乙
ど
も
の
頃
の
想
い
出
深
い
歌
、
な
一
し
て
、
衆
朴
な
心
を
取
り
戻
そ
手
1
l
て
岡
本
太
郎
氏
語
、
と
う
し
た
主
国
の
一
示
し
さ
っ
と
い
う
も
の
だ
。
一
時
大
人
の
作
品
に
は
貝
ち
れ
な
い
旦
同
協
会
の
府
川
芳
子
さ
ん
は
「
展
示

っ
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
絵
や
写
真
に

一
(
財
)
サ
ー
ク
ル
ク
ラ
ブ
協
会
(
代
表
一
も
と
に
全
国
に
呼
び
か
け
作
雰
長
三
同
盟
E

で
は
、
昭
和
五
十
一二
年
二
月
一
由
奔
放
な
技
法
で
描
れ
て
お
り
、
軟
に
一
さ
れ
た
自
分
の
作
罪
}
見
た
い
と
い
う

Z

E

R

i

た
「
心
の
う
た
を
絵
に
し
よ
う
塵
」
の
一
に
も
同
展
を
閣
僚
レ
て
い
る
が
、
特
に
一
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
「
失
恋
し
た
一
意
図
も
あ
る
の
か
、
全
国
か
ら
と
い
っ

入
賞
作
品
が
乙
の
ほ
Y
決
定
し
た
。
一
今
回
は
、
殺
伐
な
世
の
中
に
、
生
活
の
一
時
聞
い
た
」
「
小
さ
い
と
ろ
の
き
ょ
う
一
て
も
、
関
東
近
郊
が

一
番
多
か
っ
た
で

問
屋
は
、
個
人
個
人
の
思
い
出
の
歌
一
中
か
ら
は
切
り
離
せ
な
い
歌
を
見
直
一
だ
い
げ
ん
か
を
想
い
出
す
」
と
い
っ
た
一
す
ね
。
敵
は
自
然
と
の
結
び
つ
き
が
強

や
懐
レ
い
軟
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
薪
経
に
一
し
、
心
の
う
る
お
い
や
、
忘
れ
か
け
た
一
大
人
の
感
傷
的
な
も
の
と
は
対
照
的
で
一
い
も
の
で
す
か
ら
、
都
会
の
子
ど
も
と

し
た
作
品
の
中
か
ら
約
一
円

δ
点
を
選
一
郷
愁
や
堕
か
な
感
性
を
取
り
戻
そ
う
と
一

〈金曜日〉合帯ノ、来斤~

向上
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「ぞうさん」

「あかずきん」
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国
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安
心
の
芽
を
育
て
て
い
と
う
と
、
あ
ん

し
ん
劇
場
「
ぬ
り
絵
紙
芝
居
辱
」
制
作
。

今
回
の
『
あ
か
い
い
ろ
ど
こ
?
』
は

同
社
あ
ん
し
ん
シ
リ
ー
ズ
の
第
五
弾
回

で
、
文
と
絵
は
澄
話
作
家
で
あ
り
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
小
玉
修
作

の
作
品
。
話
は
主
人
公
の
プ
タ
の
プ
ン
ち
ゃ
ん

が
、
絵
を
描
い
て
い
る
時
に
、
赤
い
絵

の
只
が
な
く
な
り
、
絵
の
具
を
傑
し
に

い
ろ
ん
な
場
所
に
行
き
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
安
全
に
対
す
る
教
訓
を
学
ぶ
・
・
:
・
・
と

い
う
も
の
。

ぬ
り
絵
の
下
に
省
い
で
あ
る
注
意
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
八
校
の
ぬ
り
絵
の

イ
ラ
ス
ト
に
、
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
貝
を

塗
っ
て
、
自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙

芝
居
が
楽
し
め
る
。

「子
供
た
ち
に
安
全
の
知
織
を
教
え

な
が
ら
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
つ
て
欲
し
い
」
と
同
社
。

乙
の
「
ぬ
り
絵
紙
芝
居
」
を
希
望
す

る
人
は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
大
正

海
上
広
報
室
「
ぬ
り
絵
紙
芝
居
」
係
ま

で
申
し
込
む
と
、
鏑
選
で
五
只

δ
名

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
。

ま
た
、
乙
れ
を
見
本
に
し
て
、
新
し

い
紙
芝
居
を
作
っ
て
欲
し
い
と
、
作
品

の
募
集
も
行
っ
て
い
る
。

募
集
要
項
H
テ
1
マ
・
「
あ
ん
し
ん
」

や
「
そ
な
え
」
の
窓
織
を
も
り
込
ん
だ

現
代
版
イ
ソ
ッ
プ
物
語
な
ど
、
楽
し
い

ス
ト
ー
リ
ー
を
。

形
式
・
B
五
判

(
l完
全
矢
2
5

7
F
)
画
用
紙
使
司
絵
は
五
3
八
枚

に
ま
と
め
着
色
の
乙
と
(
色
の
材
質
は

自
由
)
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
別
の
紙
に
@

い
て
同
封
の
と
と
。

締
切
り
・
昭
和
五
十
七
年
一
月
三
十

一
日
(
当
臼
の
消
印
有
効
)
。

送
り
先
・
〒

1
6
4東
京
都
中
央
区

京
橋
一
上
ハ
上

δ
大
正
海
上
火
災

保
険
株
式
会
社
「
あ
ん
し
ん
紙
芝
居
」

募
集
係
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
(
合
作
の
場
合

は
連
名
で
)
明
記
の
う
え
、
封
-
で
送

付
の
こ
と
。

発
表
・
昭
和
五
十
七
年
三
月
上
旬
の

予
定
。
俊
優
秀
賞
(
一
点
)
十
万
円
の

図
鰐
発
優
努
貨
(
ニ
思
五
万
円
の

図
書
発
ア
イ
デ
ア
賞
・
ユ
ー
モ
ア
貧

富
二
点
)
一
万
円
の
関
白
発
佳
作

(
十
点
)
五
千
円
の
図
密
券
。
応
募
者

全
員
に
配
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

な
お
、
入
選
作
品
の
版
権
は
大
正
海

上
に
m
附
属
す
る
。

B動画廊宮町「雨ふりお月さん」
向上「てるてるぼうず」
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味を大切にする奥さまに捧Hます二

レド .の59千Fをあけようカち

テーフツレの脇役たちもちょっぴり気どって。さあごちそうの夜です。
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ニチレイの高級冷凍食品ホワイトバック。レストランの本格的な

味をご家庭で楽しめます。最後の仕あげは奥さまの知恵と愛情で

工夫すれば、これはもう街のレストランでも味わえなし、オリジナル・
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